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労
福
協
会
員
の
み
な
さ
ん
、
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
昨
年
は
、
自
公
守
旧
政
権
の
維
持
か
、
民
主
主
導
の
政
権
交
代
か
の
総
選

挙
が
闘
わ
れ
、
民
主
を
中
心
と
す
る
三
党
連
立
に
よ
る
新
内
閣
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。
海
外
に
お
い
て
は
、
米
国
初
の
ア
フ
リ
カ
系
大
統
領
オ
バ
マ
新
大

統
領
が
就
任
し
、
プ
ラ
ハ
で
の
核
兵
器
廃
絶
宣
言
に
よ
る
『
核
兵
器
な
き
世

界
』
へ
の
希
望
が
み
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
リ
ー
ガ
ー
で
の
イ
チ
ロ
ー

選
手
の
9
年
連
続
2
0
0
本
安
打
の
記
録
更
新
、
松
井
選
手
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得

や
、
『
侍
ジ
ャ
パ
ン
』
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
世
界
一
連
覇
等
、
明
る
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
連
合
結
成
か
ら
の
悲
願
で
あ
っ
た
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
景
気

対
策
・
雇
用
創
出
や
事
業
仕
分
け
・
来
年
度
予
算
編
成
等
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
国
づ
く
り
、

新
た
な
社
会
を
求
め
る
『
新
』
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
日
本
経
済
は
5
四
半
期
ぶ
り
に
実
質
成
長
率
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た

も
の
の
働
く
者
の
生
活
実
感
は
一
向
に
改
善
の
兆
し
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
景
気
と
消
費
の
回
復
、
雇
用
と
生
活
の
防

衛
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
、
雇
用
の
安
定
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
・

拡
充
、
さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
社
会
保
障
制
度
の
確
立
な
ど
、

国
民
の
共
感
を
呼
ぶ
社
会
運
動
や
事
業
、
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
活

動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
福
岡
県
労
福
協
も
、
連
合
福
岡
と
共
同
し
、
『
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』

を
設
立
し
、
生
活
に
係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
事
を
連
合
、
労
働
金
庫
、
全
労

済
、
生
協
連
と
一
緒
に
な
っ
て
、
未
組
織
、
非
正
規
の
労
働
者
を
は
じ
め
と

し
て
、
全
て
の
県
民
の
皆
様
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
環
境
に
あ
っ
て
、
今
後
の
経
済
的
・
社
会
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
と
共
生
し
、
ゆ
と
り
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

労
働
・
福
祉
・
生
活
設
計
・
債
務
・
法
律
等
、
共
に
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
最
後
に
、
2
0
1
0
年
が
会
員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
 

福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
 

会
　

長
　
　
島
　
喜
信 
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九州労働金庫福岡県本部 
本部長 
中村　太良 

全 労 済 福 岡 県 本 部  
理事長 

島村　幸利 

北九州総合労働会館  
理事長 

谷口　　望 

福岡県生活協同 
組合連合会 

会長理事 

宮　　正義 

福岡県知事 
麻生　　渡 

　あけましておめでとうございます。 
 労働者福祉協議会の皆さまには、県政の発展と
労働者福祉の向上に多大なご尽力をいただき、心
から感謝申し上げます。 
 昨年の総選挙では、戦後史上初となる本格的な
政権交代となりました。今年は、「地域主権」を
掲げる新政権に対し、地方の創意あふれる政策提
言を積極的に行い、真の地方分権の実現、地方の
自立・再生を目指してまいります。 
 経済は、一部で持ち直しの動きが見えてまいり
ましたが、依然として厳しい状況が続いています。

福岡県では、中小企業への資金対策をはじめ、農業・福祉分野などへの
人材移転や年代に応じたきめ細かな就職支援など雇用確保に向け全力を
挙げて取り組んでまいります。 
 あわせて女性の再就職や母子家庭の就業支援、ＳＯＨＯや新生活産業
の育成を推進し、多様な働き方を選択でき、女性が活躍する共同参画社
会づくりを進めます。 
 今後とも、安全で安心して暮らせる豊かな県民生活の実現を目指し、
全力を尽くしてまいりますので、ご支援、ご協力をお願いします。 
 本年も、貴協議会がますます発展されますとともに、皆さまにとって
素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　2010年の幕開けを心新たにお迎えのことと存
じます。本年が、皆様にとってよい年となります
よう、ご祈念申し上げます。 
　直近の世界経済は、アジア中心に持ち直しの動
きが広がっており、景気は下げ止まっているものの、
雇用が悪化するなど引き続き深刻な状況にあります。
日本においても、内需拡大に向け、様々な施策が
検討されておりますが、未だ輸出の動向に大きく
左右される経済構造であり、さらに労働者雇用、
賃金動向など、将来に対する不安定要素も強く意
識されており、消費者マインドの大きな改善は極

めて難しい状況にあります。 
　勤労者（会員）がこうした状況におかれている今こそ、働く人の金融
機関である“ろうきん”にあっては、「会員が行う経済・福祉・環境及
び文化にかかわる活動を促進し、人々が喜びをもって共生できる社会の
実現に寄与する」という基本理念を再認識し、働く仲間とその家族の生
活が豊かになることを第一に考え、会員の皆様の負託に応える活動を展
開していかねばならないと、役職員一同、決意しているところです。 
　これまでの労金運動へのご理解とご支援に感謝申し上げますとともに
引き続きお力添えをお願い申し上げ、年頭のごあいさつとさせて頂きます。 

　新年明けましておめでとうございます。 
　新たな気持ちで希望に満ちた新年をご家族おそろい
でお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中の全労
済福岡県本部に寄せられましたご支援とご協力に対し
心よりお礼申し上げます。 
　昨年最も大きな話題は、自民党から民主党への政権
交代があげられます。9月16日の新しい政権発足以降、
次々に打ち出される諸施策に驚き戸惑いを持っておら
れる皆さんも多いのではないかと思います。生活者、
勤労者の立場に立った政治が実現されればと考えます。 
　全労済では2009年度から2013年度にわたる中期

経営政策に基づき、福岡県本部は特に業務革新に力を入れて取り組む中で、協
力団体と組合員の皆さんの期待にこたえる事業推進活動を行っていきます。 
　全労済の共済をメインの保障としての生涯生活保障設計運動を丹念に取り組
む中で、保障設計セミナーや対面推進による保障相談などを通じて、組合員の
皆さんそれぞれのライフステージに適切な保障をご提案し、同時に保障のトー
タル掛金を安くすることでの実質的な可処分所得の向上を図ります。 
　今後もますます労福協・連合・労働金庫との連携を強め、助け合いの共済事
業とともに広く社会に貢献できる活動に積極的に取り組んでいきます。 
　本年も、皆さまの変わらぬご支援・ご協力をたまわりますよう、宜しくお願
い申し上げます。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　北九州総合労働会館（真鶴会館）は、勤労者の
結集の場として発足し、皆様のご支援とご協力に
より、会館建設から30年を迎える節目の年となり
ます。 
　今日まで築きあげてこられました諸先輩のご努
力と皆様のご支援にあらためて感謝申し上げます。 
　真鶴会館は、厳しい財務体質改善を図るために
実施してきました「10年再建計画」も終了したこ
とから、10年再建計画をベースに会館を取り巻く
情勢等もふまえ、昨年5月に開催しました第35回
通常総会において「中期経営5ヵ年計画」を決定し、
新たな会館運営のスタートを切りました。 
　しかし、会館利用の減少、設備の老朽化、公益

法人見直しなど課題が山積しています。 
　あわせて、記念すべき30周年の節目に対するイベント等の論議も必要
と考えています。 
　また、今年は、真鶴会館において全国会館協定期総会も開催されるこ
とから、その対応も必要となります。 
　経済情勢含め会館を取り巻く情勢は厳しいものがありますが、引き続き、
会館発展のため、理事会と役職員が一丸となって、努力してまいる所存
でございます。 
　2010年が皆様にとって良い年となりますようご祈念申し上げますと
ともに今年も真鶴会館に対するご理解ご協力を賜りますようお願い申し
上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。 

　新年あけましておめでとうございます。 

　福岡県労働者福祉協議会の会員の皆さまには、日

頃より「ふくし情報でんわ」等の共同利用につきま

して、多大なご協力をいただいていることに感謝と

お礼を申し上げます。 

　福岡県生協連はこの一年間、消費者被害防止と消

費者行政の推進、食の安心・安全を求めての取り組み、

大規模災害に備えた取り組み、地球温暖化防止の推進、

新型インフルエンザ対応策等、重点的に進めてまい

りました。特に、消費者被害防止と多重債務者支援

の取り組みは、大きな支援の輪と経済情勢が不安定の中で、関心と期待が

高まった年でもありました。また、地球環境の急激な変化と相俟って、地

球上の気候変動は予想を越えた天気の移り変わりで、日々、自然界の悲鳴

として私たちに届いています。このことは、身近な地球規模の出来事とし

て捉えることが重要なことです。 

　私たち生活者の取り巻く環境は、地球環境の深刻な状況、人口増と食糧

不足の問題、世界同時不況と経済危機の問題、平和と核廃絶の問題等、あ

らゆる場面で危機的状況であることについて共通認識になっており、私た

ちが置かれた事態の深刻さがあります。その様な情勢の中で一昨年生協法

の改正が公布され、昨年度は定款・規約改正後初めての通常総代会を経験

しました。生協法改正は様々な意味があると考えますが、改正生協法の精

神の中に、生活協同組合による地域社会への貢献が組み込まれています。

それは、安心できる地域社会作りへの期待が、生活協同組合に寄せられて

いると言うことであり、私たち自身が、自らの社会的な役割を主体的に行

動することでもあります。 

　新年の初めに、地域社会の一員として、暮らしと命を守る生活協同組合

として、更に、新たな決意を持って奮闘せねばならないと考えております。 

　今年も旧倍のご厚誼を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

2010謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 

謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 

謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 
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写真右から 

赤　　崇彦（編集委員）　小四郎丸　武（編集委員） 

笹井　範男（事務局長）　上田　　生（編集委員） 

新
年
あ
け
ま

新
年
あ
け
ま
し
て
し
て 

お
め
で
と

お
め
で
と
う
ご
ざ
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す

ご
ざ
い
ま
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今
年
も
皆
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の
ご

今
年
も
皆
さ
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の
ご
協
力
協
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よ
ろ
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く
お
願
い

く
お
願
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申
し
上
げ
ま
す

し
上
げ
ま
す 

福岡地域労福協 福岡地域労福協 
〒８１２－００２５ 
福岡市博多区店屋町６番５号 小松ビル１階 
TEL ： ０９２－２８３－５２８０ 
FAX ： ０９２－２８３－５２５１ 
〔発足日〕’９６.２.２ 

上野会長 永瀬事務局長 

筑紫・甘朝地域労福協 筑紫・甘朝地域労福協 
〒８１８－００７２ 
筑紫野市二日市中央１－８－２１ 
TEL ： ０９２－９１８－０８００ 
FAX ： ０９２－９１８－０８０５ 
〔発足日〕’９３.２.２０ 

井本会長 小森事務局長 

田中事務局長 

北筑後地域労福協 北筑後地域労福協 
〒８３０－００２１ 
久留米市篠山町３－１６８ 労働会館内 
TEL ： ０９４２－３１－２３８８ 
FAX ： ０９４２－３０－５６８３ 
〔発足日〕’９５.１２.４ 

藤田会長 小柳事務局長 

南筑後地域労福協 
〒８３６－０８４４ 
大牟田市浄真町１０１ 
TEL ： ０９４４－４３－５３７０ 
FAX ： ０９４４－４３－５３７０ 
〔発足日〕’９３.１２.３ 

松岡会長 本田事務局長 

北九州地域労福協 北九州地域労福協 
〒８０３－０８４４ 
北九州市小倉北区真鶴１－５－１５ 

真鶴会館内 
TEL ： ０９３－５８２－７１５０ 
FAX ： ０９３－５８２－７６３７ 
〔発足日〕’９３.９.３０ 

中村事務局長 

京築・田川地域労福協 京築・田川地域労福協 
〒８２４－００３１ 
行橋市西宮市３－１－１６ 周防ハイツ１０３ 
TEL ： ０９３０－２５－４０４０ 
FAX ： ０９３０－２５－４０６５ 
〔発足日〕’９６.２.２９ 

小山会長 

遠賀川地域労福協 遠賀川地域労福協 
〒８２２－００１７ 
直方市殿町７－４８ 直方労働会館内 
TEL ： ０９４９－２５－０５０１ 
FAX ： ０９４９－２５－０５１０ 
〔発足日〕’９５.１１.２５ 

森会長 寒竹事務局長 

品川会長 

福岡県 福岡県 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力 

よ
ろ
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す 

人と暮らし・環境に優しい、福祉社会の実現、地域で事業推進と福祉向上に取り組みます。 



生活応援バンク 

2010年１月１日 
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北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済／生協連／真鶴会館 

九州労働金庫 
福岡県本部 

本 部 長  

中　村　太　良 

役 職 員 一 同  

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

全労済福岡県本部 

保障のことなら 
〒810-8611 
福岡市中央区舞鶴１－１－７福岡市中央区舞鶴１－１－７ 
（全労済モルティ天神ビル）（全労済モルティ天神ビル） 

〒810-8611 
福岡市中央区舞鶴１－１－７ 
（全労済モルティ天神ビル） 

〒８１０－８５０９ 
福岡市中央区大手門３－３－３ 

http://kyusyu .rokin.or.jp/ 全国労働者共済生活協同組合連合会 

理 事 長  

副理事長 

副理事長

副理事長 

専務理事 

島 村 幸 利  

砂 川 由 弘  

品 川 浩 二  

鳥 越 達 彦  

岩 木 克 明  

組合員の皆さまから 
信頼される活動を 
展開していきます。 

http://www.zenrosai-fukuoka.coop/

福岡県労福協 ホームページ 

セーフティネット セーフティネット 

2． 但し、着手金、弁護士報酬金、その他必要経費は、個人負担となります。 
3． 相談窓口は、県・地域労福協および、九州労働金庫福岡県本部・各支店で受け付けます。 

1. 相談対象範囲 

ろうきん会員（労働組合）・組合員（家族含む） 労福協会員及びその構成員（家族含む） 

①② 

① 

連携 

② ① 

①② 

　② 

担 当 「 弁 護 士 」 

ろ　う　き　ん 県・地域労福協 

① 労福協の会員及びその構成員（家族含む） 
② 《ろうきん》の会員（労働組合）・組合員（家族含む） 

本年も九州ろうきんを 
宜しくお願い申し上げます。 


